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X線撮影における
汎用型固定器具の開発と使用法
Development and Using Techniques of Fixation Device for Radiographic Imaging
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緒　言
　単純撮影は，撮影部位や目的に合わせた正確なポジ
ショニングで撮影を行うことが不可欠な検査であり，
成書には多くの撮影法が掲載されている1），2）．しかし，
臨床では被検者の容体や撮影環境などにより，その全
てを正確に再現することは難しい．撮影では被検者の
緊張を解き，筋の緊張を最小限にして行うことが望ま
しいとされるが3），実際には撮影を行うわずかな間に
も，被検者が体位を保持できない事例をしばしば経験
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【Summary】
  Radiographic imaging is one of the conventional imaging method. It is not only widely used for diagnosis but also used 
evaluate the response to treatment. Therefore, we seek a proper positioning with X-ray examination. However, sometimes 
we do not get the proper X-ray image that we seek. For that reason, we have developed the fixation device to improve 
positioning. The purpose of this report is the explain for specification and using techniques of self-made fixation device.
  The Material of the fixation device is closed-cell polyethylene-foam. That has a convex part at the vertical portion with 
L-shape, and 2.7kg Lead plate was placed into the bottom part to get more stability. 
  The fixation device has dramatic effect that proper positioning was easily got and kept during various X-ray 
examinations. In addition, anyone was able to got those effects by using this device. We consider the fixation device is 
necessary to use for the good radiographic examination.

【要 旨】
　臨床において，単純撮影は確立されている撮影法の一つである．また診断のために広く使用されるだけでなく，治療効果判定にも
活用される．そのため目的に合わせた正確な体位での撮影が求められる．しかし，臨床ではわれわれの求める適切なX線画像が得ら
れないことも経験する．われわれはこれを改善する目的で固定器具を開発した．本稿では，固定器具の仕様と使用法について報告する．
　固定器具の素材として独立気泡ポリエチレンフォームを選択した．形状は垂直部分に凸部を設けたL字型とし，さらに底部には安
定性を増すために2.7kgの鉛を備えた．
　固定器具を使用したX線検査は，適切なポジショニングと体位の保持に極めて効果的であった．さらに誰でも簡単にその効果を得
ることができた．われわれは，良質なX線検査には固定器具が不可欠と考える．

する．特に，動きの自由度が高い頭頸部や四肢の撮影
では，撮影を行うわずかな間にも動きが生じることが
多く，常に注意が必要である．
　また一方で，被検者が撮影体位を保持しようと強く
意識することで緊張が生じ，意図しない身体の動きが
生じてしまうこともある．さらに不自然な体位での撮
影は，被検者の身体的負担の増加を伴うだけでなく，
正確な体位での撮影を難しくする．
　X線撮影用固定器具は，動きに起因するさまざまな
問題を被検者に苦痛を伴うことなく改善するととも
に，再現性の向上によるX線撮影の質の向上を実現す
るために用いられてきた4）～7）．現在，使用されている
補助具の多くは発泡ポリスチレンやウレタン樹脂など
の軽量な素材で造作されている．これらは撮影体位の
調整を目的に作成されており8）～11），頭部や足部の撮影
で問題となる水平方向への力を抑制する目的では作成
されていない（Fig.1-a, b）．そのため従来の補助具を
撮影に用いても，回旋運動や底屈などの水平方向への
力を効率よく抑制し，撮影体位の安定を得ることは難
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Fig.1　Problematic motions in radiographic imaging

Initial movement of rotation and plantar fl exion has large 
horizontal component force.

a）Rotation　　b）Plantar fl exion

Fig.1 Problematic motions in radiographic imaging
Initial movement of rotation and plantar flexion has large horizontal component force.

a) Rotation
b) Plantar flexion

a b

Horizontal component force Horizontal component force

しい．そこでわれわれは，さまざまな撮影における水
平方向への力の抑制を可能とするX線撮影用固定器
具の開発を試み，臨床に応用した．
　本稿では，臨床で行われるさまざまな撮影における
体位の安定性の向上および撮影時の被検者の安楽を目
的として，独自に考案したX線撮影用固定器具の仕様
と使用法について報告する．

1．仕　様
　固定器具の素材・構造を順に示す．

1-1　素　材
　素材は適度な柔軟性と強度を持ち，耐久性に優れた
独立気泡ポリエチレンフォームを用いた．独立気泡ポ
リエチレンフォームは，有機系発泡剤などの諸原料を
混合した後に熱分解させ製造される．その過程におい
て素材の内部には無数の気泡が生じ，樹脂としての特
徴を残す．軽量で耐久性に優れるだけでなく，耐水性・
耐薬品性にも優れる12）．これは，医療現場で起こり得
るさまざまな汚染に対して極めて有効であり，清掃に
使用する薬品の制限を受けることもない．また細かな
気泡を有する構造は，柔らかさと温かさを兼ね備えて
いる．

1-2　構　造
　固定器具の外観および形状を示す（Fig.2-a, b）．固
定器具は，2.7kgの鉛を配置したL字型の台座部と，
被検者を支えるX線透過性の支持部で構成される．支
持部は凸型であり，底面から8cm上方に位置する．こ
れはさまざまな部位の効率的な固定を目的に，カセッ
テやその他の補助具と干渉しない配慮である．また背
部には持ち手を設けることで持ち運びを容易とした．
固定器具の寸法は，横幅20cm，凸部を含めた奥行き
25cm，高さ18cm，総重量2.8kgである（Fig.3-a, 

b）．

Fig.2　Fixation device for radiographic imaging

a） Using two devices in the X-ray 
examination

Fig.2 Fixation device for radiographic imaging
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Fig.2 Fixation device for radiographic imaging
a) Using two devices in the X-ray examination
b) The 2.7kg lead plate into the fixation device a b
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Fig.3 Design of the fixation device
a) Exterior of the fixation device
b) Lateral side view

a

b

a）Exterior of the fi xation device Fig.3 Design of the fixation device
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b）Lateral side view

Fig.3　Design of the fi xation device
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2．使用法
　固定器具の使用法は撮影者の発想によりさまざまで
あるが，本稿では，特に水平方向への力を抑制する必
要があり，使用による効果が高いと考えられる頭部撮
影・脊椎側面撮影・股関節正面撮影・足関節正面撮影
における使用法を示す．撮影部位や目的に応じて2つ

の固定器具を一組として使用する．

2-1　頭部撮影
　頭部撮影では，正面位の保持を目的に固定器具を
使用する（Fig.4, 5）．2つの固定器具を用いて頭部
を両側から挟み込むように支え，体位の安定を得る．
anterio-posterior撮影やposterio-anterior撮影に
比べて，体位の安定性に劣るWater氏法やFueger氏
法，臥位での頸椎開口位などでの効果はさらに高い．

2-2　脊椎側面撮影
　脊椎側面撮影では，体幹部の傾きを防ぐ目的に固定

器具を使用する（Fig.6）．体幹部の腹側への傾きは四
肢により支えられるが，背側には体幹部を支える構造
がないため，体位を保持することが難しい．2つの固
定器具を用いて肩甲骨レベル，および仙椎レベルの背
側から支え，体位の安定を得る．

2-3　股関節正面撮影
　股関節正面撮影では，下肢内旋位の保持を目的に固
定器具を使用する（Fig.7）．股関節撮影の対象者は高
齢のため筋力低下を伴うことが多い．また骨接合や人
工関節などの術後に生じる疼痛により，長時間の体位
の保持が困難な場合もある．下肢内旋位で左右の足底
を2つの固定器具を用いて支えることで，力むことな
く体位の安定を得る．

2-4　足関節正面撮影
　足関節正面撮影では，足関節正面位の保持に加え，
内反防止を目的に固定器具を使用する（Fig.8）．足部
の基準線から軽度内旋させた体位で足底を支え，体位

Fig.7　Anterior-posterior positon of the hip joint

a）Cranial-Caudal view b）Front view

Fig.8　Anterior-posterior position of the ankle joint

a）Front view b）Lateral view

Fig.4　Anterior-posterior position of the head

Fig.5　Waters position of the head

Fig.6　Lateral position of the spine
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も，固定器具を用いて適切に支えることで体位の保持
が可能となり，保護者や介助者なしでも撮影に臨むこ
とが可能となる．
　固定器具の使用は，X線曝射時間の長いCTや骨塩
定量検査などでも有効と考える．特に骨塩定量検査で
は，股関節内旋位の保持による再現性の向上が期待で
きる17）．

4．結　論
　臨床で行われるさまざまな撮影における体位の安定
性の向上および撮影時の被検者の安楽を目的に，独自
に考案したX線撮影用固定器具の仕様と使用法につ
いて報告した．X線撮影における固定はさまざまな方
向への力を抑制することを目的とする．一般的な補助
具で安定した撮影が難しい症例において固定器具を使
用することで，被検者の負担が軽減するとともにX線
撮影の精度向上が可能となる．
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の安定を得る．自身の力で内旋する場合は内反が生じ
やすいが，固定器具を用いて足底を支えることで内反
を防ぐことができる．

3．考　察
　これまでにX線撮影の質の向上を目的としたさま
ざまな補助具が開発され臨床に使用されてきた．しか
しながら，従来の補助具は垂直方向への力を利用する
ものが多く，水平方向への力を抑制させる目的に作成
されたものはなかった．本固定器具は，その重量から
垂直方向のみでなく水平方向への力に対しても固定効
果を有する．汎

はん

用
よう

性も高く，さまざまな撮影法におけ
る体位の安定が可能である．被検者は余分な力を必要
とせず，簡易かつ安楽に撮影体位の保持を行うことが
できる．また撮影者は簡単に持ち運びができるため，
繁忙な撮影の際にも使用できる．さらに多数の気泡を
有する素材は，その断面にも細かな凹凸を有している
ため適度な摩擦が生じ，固定器具の接触面は滑りにく
い．
　被検者の体動は，疼痛による筋出力の抑制や運動量
の減少に起因する筋力低下時などに観察されることが
多い13）．頭部における不安定性の原因は構造と頸部の
筋肉にある．頭部は球形であり構造としての安定性が
乏しい．さらに頸部の筋肉量や筋の緊張が左右で同等
でないことで動きが生じやすくなる．一方，下肢にお
ける不安定性の原因は，筋出力の抑制や筋力低下であ
る．このような場合に，固定器具によるわずかな支え
があれば，関節や筋肉にかかる負担を軽減しながら体
位を保持できる14）．
　固定器具を有効に活用した場合には，業務環境も改
善できる4）．正しく固定器具を使用することで，技師
の経験や技量に左右されにくい正確な撮影を実現でき
るとともに良質な画像の取得が可能となり，検査効率
の改善につながる．しかしながら，使用法の習熟が不
十分な場合には，逆に検査効率を低下させることもあ
る．そのため固定器具の使用では，十分な使用法の習
熟が不可欠と考える．
　さらに固定器具は成人の撮影だけでなく，小児の撮
影にも有効である15）．児童期の子どもは日常と異なる
環境においてストレスを感じる 16）．そのため撮影室で
は体位が保持できないことも多い．このような場合に

図の説明
Fig.1 問題となる体動
  回旋や底屈における初期運動は大きな水平方向への

力を有する．
 a）回旋 b）足底屈
Fig.2 X線撮影用固定器具
 a）X線撮影で使用する2つの固定器具
 b）固定器具内部に配置される鉛板2.7kg
Fig.3 X線撮影用固定器具の仕様
 a）固定器具の外観　　b）固定器具の側面
Fig.4 頭部正面撮影
Fig.5 Water氏法撮影
Fig.6 脊椎側面撮影
Fig.7 股関節正面撮影
 a）頭尾像 b）前面像
Fig.8 足関節正面撮影
 a）前面像 b）側面像
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